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衆
議
院
議
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部
知
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出
計
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超
え
る
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ム
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砂
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

 
 



 

１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
阿
部
知
子
君
提
出
計
画
を
超
え
る
ダ
ム
の
堆
砂
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
の
１
に
つ
い
て 

 
 

国
土
交
通
省
が
所
管
す
る
ダ
ム
の
う
ち
、
堆
砂
容
量
を
超
過
し
て
お
り
、
堆
砂
対
策
を
実
施
し
て
い
る
も
の
に
係
る
当
該

対
策
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
は
当
該
ダ
ム
に
係
る
維
持
管
理
費
用
に
含
ま
れ
て
い
る
が
、
現
在
、
そ
の
具

体
的
な
額
に
つ
い
て
は
把
握
し
て
い
な
い
。 

一
の
２
に
つ
い
て 

 
 

ダ
ム
事
業
の
新
規
事
業
採
択
時
評
価
等
に
お
け
る
費
用
対
効
果
分
析
の
算
定
基
礎
と
し
て
、
ダ
ム
の
建
設
及
び
維
持
管
理

に
要
す
る
費
用
を
計
上
し
て
お
り
、
当
該
費
用
に
は
、
当
該
ダ
ム
に
係
る
堆
砂
対
策
に
要
す
る
費
用
が
含
ま
れ
て
い
る
。 

一
の
３
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
計
画
堆
砂
量
」
は
、
新
設
す
る
ダ
ム
の
貯
水
池
に
百
年
間
に
堆
積
す
る
土
砂
量
に
つ
い
て
、
当
該
貯
水
池
と

地
質
等
が
類
似
す
る
地
域
に
存
在
す
る
既
設
ダ
ム
の
貯
水
池
の
堆
砂
量
等
か
ら
推
定
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 
 

お
尋
ね
の
「
堆
砂
量
が
計
画
堆
砂
量
を
超
過
す
る
要
因
、
ま
た
は
計
画
堆
砂
量
の
過
小
評
価
が
起
き
る
原
因
」
の
一
つ
と

し
て
は
、
「
計
画
堆
砂
量
」
を
推
定
し
た
ダ
ム
の
貯
水
池
と
当
該
推
定
に
活
用
し
た
ダ
ム
の
貯
水
池
の
存
す
る
地
域
の
地
質



 

２ 

 

等
が
同
一
で
は
な
い
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。 

二
の
１
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
竣
工
後
一
年
で
十
七
年
分
相
当
の
堆
砂
が
ダ
ム
湖
に
流
入
し
た
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か

で
は
な
く
、
ま
た
、
八
ッ
場
ダ
ム
の
貯
水
池
の
堆
砂
の
原
因
に
つ
い
て
詳
細
に
把
握
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
が
、
令
和
三

年
三
月
末
時
点
に
お
け
る
当
該
ダ
ム
の
貯
水
池
の
堆
砂
は
、
令
和
元
年
台
風
第
十
九
号
に
よ
る
ダ
ム
へ
の
流
入
水
の
作
用
も

原
因
と
考
え
ら
れ
る
。 

二
の
２
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
趣
旨
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
八
ッ
場
ダ
ム
の
堆
砂
容
量
に
つ
い
て
は
、
近
傍
の
既
設
ダ
ム
の
貯
水

池
の
堆
砂
量
等
か
ら
八
ッ
場
ダ
ム
の
貯
水
池
に
百
年
間
に
堆
積
す
る
土
砂
量
を
適
切
に
推
定
し
て
決
定
し
た
も
の
で
あ
る
。 

二
の
３
に
つ
い
て 

 
 

八
ッ
場
ダ
ム
に
お
い
て
は
、
維
持
管
理
の
一
環
と
し
て
、
令
和
三
年
度
に
、
そ
の
貯
水
池
に
堆
積
し
た
土
砂
の
う
ち
約
二

万
五
千
九
百
立
方
メ
ー
ト
ル
を
排
除
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

二
の
４
に
つ
い
て 



 

３ 

 

 
 

御
指
摘
の
「
八
ッ
場
ダ
ム
建
設
事
業
の
検
証
に
係
る
検
討
『
費
用
便
益
比
算
定
』
」
に
お
い
て
は
、
八
ッ
場
ダ
ム
の
建
設

及
び
維
持
管
理
に
要
す
る
費
用
を
計
上
し
て
お
り
、
当
該
費
用
に
は
、
八
ッ
場
ダ
ム
に
係
る
堆
砂
対
策
に
要
す
る
費
用
が
含

ま
れ
て
い
る
。 

三
の
１
に
つ
い
て 

 
 

雨
畑
ダ
ム
に
つ
い
て
は
、
国
土
交
通
省
に
お
い
て
、
日
本
軽
金
属
株
式
会
社
に
対
し
て
定
期
的
に
堆
砂
量
の
報
告
を
求
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
結
果
に
よ
れ
ば
、
常
時
満
水
位
を
超
え
る
堆
砂
量
も
含
め
た
堆
砂
量
は
、
令
和
元
年
十
一
月

時
点
で
約
千
六
百
四
十
一
万
六
千
六
百
立
方
メ
ー
ト
ル
、
令
和
二
年
十
一
月
時
点
で
約
千
六
百
三
十
一
万
三
千
六
百
立
方
メ

ー
ト
ル
で
あ
り
、
こ
の
一
年
間
に
約
十
万
三
千
立
方
メ
ー
ト
ル
減
少
し
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
。 

三
の
２
に
つ
い
て 

 
 

令
和
二
年
四
月
に
日
本
軽
金
属
株
式
会
社
に
お
い
て
策
定
さ
れ
た
雨
畑
ダ
ム
堆
砂
対
策
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
現
在
、
同

社
に
お
い
て
必
要
な
対
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
政
府
と
し
て
は
、
雨
畑
ダ
ム
に
お
け
る
治
水
上
の
課
題
に
つ
い

て
は
改
善
が
見
込
ま
れ
る
と
考
え
て
い
る
。 

三
の
３
に
つ
い
て 



 

４ 

 

 
 

三
の
２
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
政
府
と
し
て
は
、
雨
畑
ダ
ム
に
お
け
る
治
水
上
の
課
題
に
つ
い
て
は
改
善
が
見
込

ま
れ
る
と
考
え
て
い
る
た
め
、
現
時
点
に
お
い
て
、
御
指
摘
の
よ
う
な
措
置
を
講
ず
る
必
要
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。 

四
の
１
に
つ
い
て 

 
 

山
鳥
坂
ダ
ム
の
堆
砂
容
量
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
肱
川
水
系
河
川
整
備
計
画
と
変
更
後
の
当
該
計
画
に
お
い
て
同
量
と
な

る
見
込
み
で
あ
る
。 

四
の
２
に
つ
い
て 

 
 

令
和
四
年
四
月
二
十
二
日
に
開
催
さ
れ
た
「
第
七
回
肱
川
流
域
学
識
者
会
議
」
で
示
さ
れ
た
現
行
の
肱
川
水
系
河
川
整
備

計
画
に
基
づ
く
山
鳥
坂
ダ
ム
建
設
事
業
の
費
用
便
益
比
は
一
・
三
、
同
会
議
で
示
さ
れ
た
当
該
計
画
の
変
更
案
に
基
づ
く
当

該
事
業
の
費
用
便
益
比
は
一
・
二
と
な
っ
て
い
る
。 

五
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
点
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。 


